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トピックス4　石炭ガス化複合発電の実証試験
（株）クリ ンーコールパワー研究所は、2010年 11月、石炭ガス化複合発電（IGCC）実証プラントの運転
試験の成果をまとめ、発表を行った。高い熱効率を特長とする石炭ガス化複合発電は、世界的にニーズ
の高い発電技術である。発電プラントに要求される運転信頼性や耐久性が検証され、熱効率も目標を上
回る 42.9％を達成した。
経済産業省の補助を受け、福島県いわき市で石炭ガ
ス化複合発電（IGCC）実証プラントの設計・建設・運
転試験を行ってきた（株）クリーンコールパワー研究所
（電力会社による共同設立）は、2007年から2010 年 6
月まで行われた運転試験の成果をまとめ、2010 年 11
月、その目標達成に関するプレス発表を行った 1）。
石炭ガス化複合発電は、高い熱効率を特長とし、
供給安定性の高い石炭の利用と低炭素化を両立する世
界的にニ ズーの高い石炭発電技術である。化学プロセ
スである石炭ガス化炉がガスタービン・蒸気タービンと
統合された、高度な発電システムである。また、高温
や磨耗などの点で使用条件が過酷で損傷を受けやす
い機器が多いなど、無故障で長期安定稼動が要求さ
れる発電プラントにとっては難度が高い技術である。
実証試験の主な目的は、商用規模に近い発電出力
250MWの実証プラント（図表）を用いて、「無故障で安定
に稼動すること」と「高い熱効率」を実証することである。
運転試験の結果、2039 時間（3ヶ月）の連続運転を
達成した。これは、我が国のように逼迫した電力需要
が連続し特に不測のトラブルが許されない夏季期間相
当をクリアできることを意味し、安定運転の目安となる。
また、商用運転に準じた年間延べ約 5000 時間の運転
でも、大規模な設備改造を要する機器損傷等はみら
れないことを検証した。従来プラントと同様に1年ごと
の開放点検・保守を適切に行うことにより、少なくとも
3ヶ月程度の連続運転を含めて計画的に運転・停止で
きる見通しが得られ、発電プラントとして機能すること
が検証できた。熱効率（送電端）についても、目標を
上回る42.9％を達成した。
この結果より、すでに天然ガスの複合発電で実用化
している大型・高温ガスタービンを用いた 500MW級
のプラントが設計・建設でき、商用プラントとして稼動
できる見通しが得られた。この場合の熱効率は少なく
とも48～50％となる。従来技術である微粉炭火力発
電の熱効率は、小刻みな改良の末に42％程度で頭打
ちの状態であるが、本技術はそれを飛躍的に上回るこ
とになり、石炭ガス化複合発電商用プラントが導入さ
れれば、微粉炭火力発電に比べ、同じ発電電力量
（kWh）を得るのに排出されるCO2 排出量が、一挙に
2割近く減少する。
石炭ガス化複合発電技術の実証試験は、欧米より
も10 年ほど開始が遅かったが、この成果により海外
に誇れる水準に到達した。今後は国内はもとより海外
への展開と温暖化対策への貢献が期待される。
さらに、今回の成果は、石炭ガス化複合発電だけで
なく、石炭ガス化技術に立脚する次の世代のクリ ンー
コール技術 2）である石炭ガス化燃料電池複合発電
（IGFC）、コプロダクション、ゼロエミッション石炭火
力発電などに向けた第一ステップが完了したという点で
も意義がある。
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図表　石炭ガス化複合発電実証プラント全景
